
県立浦和商業高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 情報処理科・商業科 
R８.5.1 

生徒数 

(男)  381 

(女)  424 
計 805 

アクセス  ＪＲ浦和駅より徒歩１５分 、ＪＲ武蔵浦和駅より徒歩１３分 

＜目指す学校像＞ 

 ■グローバルに展開する経済社会において、多様な分野で幅広く活躍する商業人材の育成 

＜教育課程等＞※１ 

■商業に関する知識や技術を将来に活かすため、商業科では、商業の４分野をバランスよく学びます。

特にマーケティング分野は１科目必修、マネジメント分野は２科目以上から選択できます。また、情

報処理科では、ビジネス情報分野を中心にプログラミングやネットワーク関連の学びを深めます。 

■学校全体で、未知の状況に適切に対応できる思考力・表現力・判断力等を育めるような取組（R80、

PREP、PBＬ等の思考ツール）を１年生のうちから実践します。また、論理力や読解力を育成するた

め、教科を超えた視点を持ったカリキュラム（教育課程）となっています。 

■学校の内部や外部資源の活用も含めてカリキュラムを編成し、学びに向かう力や人間性を育てます。 

＜本校が求める生徒＞※２ 

 ■学校などの組織や社会において、生涯にわたり主体的に行動できる人材（商業人材）となる意思や意 

  欲を持った生徒 

＜学校行事＞ 

■校外学習（遠足：１年お台場方面、２年東京方面班別行動、３年東京ディズニーシー） 

■体 育 祭（生徒主体・クラス対抗で実施）    ■強歩大会（景色の良い「彩湖公園）で実施）   

■修学旅行（令和８年度 九州・長崎方面）     ■芸術鑑賞会（令和７年度 ゴスペル鑑賞） 

■文 化 祭（浦商祭）（クラス企画・部活動・有志）■予餞会（３年生を送る会） ■球技大会 他 

＜部活動＞ 

■ボート部 令和７年度 国民スポーツ大会 男子舵手付きクォドルプル第７位 

            関東選抜大会 男子ダブルスカル第 6 位 

            関東大会 男子シングルスカル第 4 位 

■Ｏ Ａ 部  令和７年度  関東ブロック高等学校 生徒商業研究発表大会 優良賞 

            埼玉県高等学校    生徒商業研究発表大会 最優秀賞 

■珠 算 部 令和７年度 ビジネス計算競技大会全国大会出場(珠算：団体、電卓：個人) 

■電 脳 部  令和７年度 情報処理競技大会全国大会出場(個人１名) 

■運 動 部 アウトドア、男子サッカー、水泳、女子ソフトボール、卓球、野球、ボート、女子バスケットボール、 

       女子バドミントン、女子バレーボール、ハンドボール、陸上競技、ダンス、テニス 

■文 化 部 映画研究、演劇、家庭科研究、華道、ギター、茶道、珠算、書道、筝曲、吹奏楽、電脳、 

      ＯＡ、放送、簿記、漫画研究、太鼓、生徒会 

＜家庭・地域との連携＞ 

■岸町小と連携：小学生を招待し、太鼓体験（太鼓部）を実施（令和７年度） 

■地域との連携：浦和区民祭りに吹奏楽部・ダンス部・太鼓部・生徒会が参加（令和 7 年度） 

■浦和第一女子高校と連携：フードドライブの合同企画・開催（令和７年度） 

進

路 

R８.3 

卒業生 
四大 78 人 短大 3 人 専門 81 人 就職 81 人 

傾向 

■４年制大学：取得した資格等を活かし、4 年制大学へ進学 

 主な進学先：青山学院大、法政大、日本大、駒澤大、武蔵大、武蔵野大、文教大、獨協大、    

       国士館大、東京経済大、二松学舎大、東京家政大、東京薬科大、多摩大他 

■就   職：半数以上が事務系へ就職 

 主な就職先：大日本印刷（株）、凸版印刷（株）、(独)国立印刷局、㈱武蔵野銀行、 

       ＹＫＫ・ＡＰ(株)、東日本旅客鉄道(株)、ネッツトヨタ(株）、ＪＡさいたま、 

■公 務 員：吉川市役所、警視庁、埼玉県警察、東京消防庁 
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 



埼玉県立浦和商業高等学校

＜求める生徒像＞
●組織や社会において、生涯にわたり主体的に行動できる

人材（商業人材）となる意思や意欲を持った生徒

目指す学校像 グローバルに展開する経済社会において、多様な
分野で幅広く活躍する商業人材の育成

<特色>
創立100年の伝統、圧倒的に強い就職指導、多くの推薦入学が可能な進学指導

基礎学力の徹底を図り、生涯にわたって活かせる多種多様な資格の取得が可能

生徒が主体となる学校行事の実施により、自主性と協働性を向上

全国大会常連のボート部をはじめ、多彩な部活動（32部活）で人間力を養成

コンピュータ教室を５教室有し、データの加工や分析等を演習する環境を整備

卒業後の生徒像
◆商業に関する知識や技術を身につけ、生きて働く能力として活用できる人
◆思考力・表現力・判断力を向上させ、未知の状況にも対応できる人
◆主体的に多様な人々と協働ができ、生涯にわたり学びに向かう力を養い、
人間的に成長し、社会で活躍できる人

３年：浦商を語る

■共通・・・近隣施設等との連携や外部資源を活用して人間性を高め、

生涯学びに向かう姿勢を育みます。

■探究活動・意見発表や小論文作成の機会を多く設け、自らの意見の

                  質を高めながら、読解力･論理力を育成していきます。

■進路実現・自分探しを真剣に応援し、多様な進路保障に対して、

教職員全体で支援します。

■伝承・浦商でよかったと思える事を未来の後輩たちへ語りつなぎます。

２年：浦商の中心になる

■商業科・・・会計ビジネス系、流通経済系、情報系と進路希望に応じた

選択プランを用意

■情報処理科・情報のスペシャリスト系だけではなく、

多様な学びに応えるため、情報会計系のモデルプランも設置

■共通・・・・学校行事は、生徒の主体性を尊重し、自主性を育てながら、

絆を深めます。また、多くの資格を取得し、自信が芽生えます。

１年：真の浦商生になる

■商業科・・・商業科目の４分野（ビジネス経済、マーケティング、会計、

ビジネス情報）をバランスよく基礎基本から学びます。

■情報処理科・ビジネス情報分野の科目を主に学び、情報のスペシャリストを

目指します。

■共通・・・・学校全体で、読解力や論理力を育成する教育課程を編成。

また、多種多様な資格取得に励みます。
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